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の利益や負担（not only freedum but all other benefits and burdens）が、平等にではないにしても、

























artifically,tho’necessarily from education,and human conventionns）???、「（個々人の）私的な教育





































第一の優先順位のルール（自由の優先 The Priority of Liberty） 正義の原理は、辞書的順位で序
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列がつけられる。それ故、基本的諸自由は自由のためにしか制約されない。
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り、エールリッヒとハートを挙げうるであろう。












しては確定されていないが実生活を支配している「生ける法」 das lebende Recht である???。こう
してエールリッヒは、法を国家法に限定せず、「自由な法発見と自由法学」（Freie Rechtsfindung und
 



















of recognition）、「変更のルール」 （rules of change）、?裁判のルール」（rules of adjudication） を
含む第二次的ルールによって責務の第一次的ルールを矯正するという形での結合体として法を捉
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え???、さらに、ルールには確実な核心（core of certainty）と疑わしい半影（penumbra of dout）と






会は女を男にし、男を女にする以外はあらゆることができる」（Parliament can do everything but
 























教育基本法が公布施行されて 9ケ月ほど後の 1947年（昭和 22）12月、同法の制定に関わった文
部省担当者らの手になる解説書が公刊されているが、そこに次のような一節がある。「教育の根本理
































































































































































































































































































の開会式での「日の丸」旗引き下ろし行為の無罪を争った事案（那覇地判平成 5年 3月 23日 判時





















































































少年団キャンプにおける参加児童の負傷事案（福岡地小倉支判昭和 59年 2月 23日 判時 1120号
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